
高木野球団 2023 年度 のスローガン

～高木野球団全員で心を一つにして目標を達成する為に協力すること～

何事も出来る事を教えて自信を持たせてやる。

各一人ひとりを今のレベルを考え、少しずつで良いので上げていく。

子供たちだけでなく、指導者、保護者も含めて一生懸命野球をして(見て)、応援をしましょう

・野球は常に積極的に前を向いてプレイをするスポーツである。

・選手は自主的に積極的に行動する。（グランド内は走らせる）

・選手には試合・練習時、どの場所にいても、どのように行動するのが良いかを考えさせる。

・選手は元気よく一生懸命行動できるような環境を作る。



コーチの心得！

～子どもたちに楽しく野球をさせるために～

① 褒めてから叱る。叱ったときはなぜ叱ったのかも必ず理解させる。

② 一人のコーチが叱ったら、他のコーチでフォローをする。

③ 子どもの気持ちと、プライドがあるということを認めた上で指導する。

④ ときには、子どもたちと同じ目線になって考え、行動する。

⑤ 指導は言葉だけで無く、プレイをコーチが実践して見せる。

⑥ 指導者はどのような時でも、メリハリをつけるように努力する。

⑦ 子供たちに習慣付けするためには、指導者一人ではなく全員で注意する。

～モチベーションを上げるために～

① すべての子どもに目を向け、良いところを見つけて褒める。

② 厳しい練習ばかりではなく、楽しい練習も取り入れる。

③ 練習試合では、できるだけ全員を起用する。

④ 練習、試合時に指導者も出来るだけ子供と同じように声をかける。

◆◆◆ その他のルール ◆◆◆

・高木野球団の選手・コーチは、一人一人がチームの一員であると自覚し、挨拶の徹底と責任ある

行動をとる。

・試合・練習グランドは自他チームともに借りているグランドである。グランド整備、挨拶は指導者、

保護者ともに率先してする。

・試合終了後、コーチ・選手は速やかにグランド整備を行う。

・試合・練習終了後は、子どもたちにグランド整備をさせる。（ＡＢＣＤ級）

・グランド使用終了時刻 30 分前には必ず練習を終え、グランド整備をする。

・試合時は必ず、子どもと同じユニフォーム姿でベンチ入りする。（野球協会・スポ少・ＳＣ２１等は

30,29,28 以外は審判服装でベンチ入り）

・試合開始前には、グランドコート・ウインドジャケット・パンツ等を脱ぎ、ユニフォーム姿（野球の正

装）で挨拶する。

・配車・審判の連絡があった場合、出来ないときは他の代わりの者を探して決まり次第、連絡する。

・練習、試合当日は指導者、役員さんは連絡が取れる状態でいる。

以 上


